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別紙 

所感                                （西村慎次郎） 

〇愛知県春日井市 学習規律の徹底とＩＣＴの有効活用について 

 「学習規律の徹底」の上に「ＩＣＴの有効活用」が成り立っていることがよくわかった。中で 

も、「かすがいスタンダード」の内容の細かさには驚かされた。全児童・生徒への周知・徹底に 

は苦労されたことと感じた。ＩＣＴの活用に関しても、いろいろな活用がされていて、児童・生 

徒にとって、わかりやすい授業になるよう心がけられている。一部の学校ではタブレットも導入 

されており、有効活用されているようであった。はっきりとは言われなかったが、ＩＣＴの有効 

活用と学力の向上には関連性があるようである。本市においても、どういう場面でどういう活用 

をすることでどういった効果が生まれるか研究し、ＩＣＴのさらなる活用を期待したい。 

 

〇愛知県半田市 総合型地域スポーツクラブの推進について 

 中学校区単位にすばらしい「総合型地域スポーツクラブ」が整備されていた。中学校の体育館 

がスポーツクラブになっていることに驚かされた。当初は、中学校の部活動が土日祝日は、地域 

のスポーツクラブで行うということで顧問の先生の負担軽減が１つの狙いであったようである 

が、平成 24 年度からはもとに戻ってしまっているのは、残念に感じた。部活動と地域スポーツ 

クラブがうまく連携していくというのは、難しい部分が多いのだろうと感じる。本市で言うと、 

「学校」と「いばら生き生きクラブ」がうまく連携できるしくみを構築し、スポーツで活気づく 

井原ができることを期待したい。 

 

〇三重県伊賀市 公共施設マネジメントについて 

 ２０３０年度までに、公共施設を３４％縮減する目標を掲げて取り組まれている。一番重要な 

のが、施設のある場所に住んでいる住民の理解ということで、住民説明の大変さを伺った。まだ 

住民への理解が得られやすい案件に取り組まれ実績が上がっているが、これからが大変だろうと 

感じた。３Ｒという視点は、本市においても参考になった。本市においては、これから具体的な 



検討となるので、３Ｒの視点で考えていきたい。 

 

 

 



所感                    宮地俊則 

 

１０月１１日（水） 愛知県春日井市 

○学習規律の徹底とＩＣＴの有効活用について 

 春日井市では、分かりやすい授業を日常的に展開するための「か

すがいスタンダード」を策定し、徹底した学習指導や学習環境整備

がされている、と言うものである。余分な指導に時間を割かず、ノ

ートの書き方、発表の仕方なども徹底されている。これらにより担

任が変わっても、初任教師でも生徒は戸惑うことなく、スムーズに

授業が行われているようである。参考にしたいものである。 

 また、ＩＣＴの活用についても「かすがいスタンダード」により

市内全校で水平展開されている。井原市でもパソコンや電子黒板の

導入など予算化し取り入れられている。しかし、今回の視察を通じ

感じたのは井原市の場合、導入そのものが目的になってはいないか、

つまり、十分使いこなされているか、導入の効果は上がっているの

か、と言うことである。教師・生徒がしっかり使いこなし、授業効

果が上がって初めてＩＣＴの有効活用と言えるものである。その点、

春日井市では児童へのタブレット端末の導入（但し、モデル校）な

ど一歩も二歩も進んでいる。井原市でも導入されている校務支援シ



ステムはネットワークカメラの機能も持たせ、教育委員会からも監

視できるようになっていたり、緊急メール送信機能も持たせるなど

様々な機能を最大限活用していることである。 

今後、本市でも計画的、段階的なＩＣＴ環境の整備が重要と思わ

れる。 

  



１０月１２日（木） 愛知県半田市 

○総合型地域スポーツクラブの推進について 

 半田市では市内５校ある各中学校区にスポーツクラブが１クラブ

ずつ設立されている。文科省のモデル事業の指定を受けたことがき

っかけではあるが、クラブハウスは各中学校の敷地内に置かれてい

る。総合型ということで多世代・多種目・多趣向で地域密着を目指

すものだそうで市民のスポーツへの関心が高まり、「スポーツ実施

率」の向上につながったそうである。 

大変素晴らしく、ある意味画期的なものだと感じた。だが、井原

市ではそもそもこの発想がこれまで全く起こらなかった。なぜだろ

うか。半田市でも中学生部活動を土日祝日は学校ではなく、このス

ポーツクラブで活動していたそうだが様々な課題が出てきて、現在

では各学校長の裁量に任されているそうである。 

こういった様々な課題もあるが、中学校では生徒数の減少により

部活動の減少や指導教師の不足などで、すでに十分な部活動が出来

ない状態にある。井原市でもその打開策の一つの選択肢として検討 

しなければならないのではないかと感じられた。 

  



１０月１３日（金） 三重県伊賀市 

○公共施設マネジメントについて 

 このテーマは人口減少問題・地方交付税の削減などを抱えている 

全国地方自治体の直面している共通課題である。井原市においても

白書の作成、計画の策定などが行われているところである。 

 ３Ｒ、すなわち総量の縮減、機能の複合化、運営の適正化など考

え方、進め方の方向性はほぼ同じである。しかし、伊賀市ではすで

に取り組まれており、様々な実践例などを詳しく説明いただいた。 

 具体的なファシリティマネジメントの推進体制や年次別目標の設

定など大変参考になった。 

 地域の公共施設の統廃合など、ともすれば総論賛成、各論反対に

なりがちなこの事業に当たっては職員の根気と手間を惜しまない姿

勢が必要で、そして住民への丁寧な説明により理解を得ることが重

要である。そのためにも信頼関係を築くことが何より大切である。 

今回の研修を通じ、この大きなテーマを成し遂げるには行政職員

の意識改革と同時に市民・住民の意識改革が欠かせないと改めて感

じられた。 



妹尾文彦 

総務文教委員会 行政視察 所感 

 

愛知県春日井市 学習規律の徹底と ICT の有効活用について 

 

私は視察を通して、春日井市では ICT をどのように運用したら生徒の成績を向上させることができ、また

効率よく導入・運営できるかをよく研究されていると感じた。 

教員に一人一人に PC を配布し、独自の教育ネットワークを導入することによって、情報の共有化・スキ

ルの共有化をはかり、それによって、どこに行っても同じ、みんな同じという「安心感」そして、「効率化」

が得られたというメリットは大きいと感じた。 

中でも成績処理、通知票の管理などが、共通の基準でデータ化されるのは、研究・分析に役立つシステム

であると考える。 

ICT の環境整備に関しては、環境の整備を中心というより、まずは学習規律の徹底が重要であると感じた。 

 

上図のような学習規律を徹底することで、生徒の授業に取り組む姿勢が出来上がると考える。そして、

ICT はその学習規律が徹底された後のツールとして活用されていると感じた。 

また、ICT の導入の仕方についても、タブレット導入に関してデメリットは全くなかったと、説明を受け

たように、よく考えられたものだった。 

それは、電子黒板や実物投影機、ノートパソコンを各教室に整備し、教師がそれらを活用し充実した授業

を行い、指導力向上のため研修するという Stage1 の状態に特に力を入れるというものだった。そして、いつ

タブレットが導入されても良いような状態にあらかじめしておくというやり方である。 



先日、井原市での小学校での研究発表会を見学させてもらったが、それぞれの学校でそれなりに工夫しな

がら ICT の活用が行われているようだが、まだまだ活用しきれていないように感じた。 

これには、岡山県の教育スタンダードに ICT の視点が全く抜け落ちていることにも起因していると思うが、

今後の政府の方針でタブレット導入を含めた ICT の導入が進んでいくなか、井原市でもこのような事例を参

考にしながら、ICT の活用の研究・研修をしていく必要があると考える。 

また、第 7 次総合計画のひとづくり部会では、教育施設の整備・充実の成果目標として、ICT 機器を整備

する教室を平成 34 年には 30 校にするということであった。これに関しても、単なる導入を目標とするので

はなく、しっかりと活用できる形で導入しなければならないと考える。 

春日井市ではこれらの取り組みにより、生徒の成績も上がってきているようである。井原市でも ICT 活用

の研究に前向きに取り組んでみてはどうだろうか。 

 

 

愛知県半田市 総合型地域スポーツクラブの推進について 

 

私はこの視察を通じて、子どもからお年寄りまで幅広い層がスポーツクラブに加入し、それを継続してで

きていることは素晴らしいと感じた。 

大きな特徴は、各スポーツクラブのクラブハウスが中学校の敷地内にあるところであろう。これは、公共

施設等総合管理計画にも通じるものがあると考える。今後の統合などの計画についても参考になるのではな

いかと思う。 

また、最初の取り組みで、中学生のクラブ生を土日はスポーツクラブの活動として加盟、参加させるやり

方も面白いと感じた。残念ながら、学校のクラブ活動と変わらない、指導者不足などの理由で失敗に終わっ

たということだが、上手に取り入れることを検討しても良いのではないかと思う。 

井原市では、井原生き生きクラブというものが存在するが、会員は年配の方々が多い。若者向け、とくに

20 代 30 代の年齢層へのアピールが弱いように感じる。今後はそれらの若い世代も進んで参加できるような

施策を行政の方も考えていってもらいたいし、私も考えたいと思う。 

 

 

三重県伊賀市 公共施設マネジメントについて 

 

私は今回の視察で、伊賀市は井原市より公共施設の管理計画の実行が進んでいるため、今後どのような課

題があるかの参考になった。ポイントはやはり、地元住民の意見調整であろう。また、役所の各部署のそれ

ぞれ意識改革を行うことも重要だということが分かった。 

基本的には、施設の総量を減らし、機能を複合化し、運営を適正化するという井原市と同様のスタンスで

ある。 

施設の総量を減少させるために、地区集会施設を各地元自治体へ無償譲渡を行ったというのはなかなか大

胆な取り組みだと感じた。井原市でも、各地区の小さな集会所等はその地区に譲渡の検討を行ってみてはど

うだろうか。 

機能の複合化では、支所と市民センターと公民館をふるさと会館へ集約する計画をしている。井原市でも

今後、小学校と公民館、前述の半田市のように体育館とスポーツクラブ、公園、消防機庫など、統合できる

ものはすることを検討してみてはどうだろうか。共同で管理できれば、施設維持費は大きく減少すると考え



る。 

運営の適正化では、民俗資料館を観光施設に転換し、来客数が増加したことは素晴らしい成果だと考える。

また、市民課の業務を民間会社に委託しているところはおもしろいと感じた。導入するにはどのような手続

きが必要なのか調べてみたい。また、庁舎玄関や交付窓口のモニターに広告を掲示し広告料収入を得、市民

体育館をそのまま民間へ売却することも計画している。井原市では、図書館の移転などを考えてみてはどう

だろうか。経ヶ丸やその他施設の運営、観光地・名所の運営には改善余地があるように感じる。 

伊賀市の取り組みは、いろいろ参考になったが、やはり、地域住民の意見調整が一番難しいと感じる。「総

論賛成、各論反対」となりがちな状況を住民の皆さんにしっかり説明しながら理解を得ていくことが重要で

あると考える。 

 

 



総務文教委員 山下憲雄 

 

出張先（平成 29 年 10 月 11 日） 愛知県春日井市 教育委員会 

調査項目 学習規律の徹底とＩＣＴの有効活用について 

視察所感（1 日目） 

携帯電話の普及は小学校でも 25％中学では 45％高校に至っては 95％ぐらいが持っているといわれる時

代になりました。情報化社会は急激な進化を見せています。 

10 年後 20 年後に生きる子供たちに情報活用能力を高めてもらうことは当然必要なことと思います。

ICT 活用は情報技術を使いこなすという意味でも重要なことと思う。携帯電話、スマホ、タブレット

から慣れ親しんでいく子供たちに、キーボードの操作を先ず徹底して教えることが大切なこと。 

コンピュータはキーボード操作が基本である。実際に社会に出て企業で働くときにはキーボードの操作

力が情報整理上優先されるからである。 

教科書教育では「正解」を目指したが、これからは資料を観たり比較したりして自分の納得する「最適

解」を見出す思考力、分析力が求められる。情報技術の活用と共に創造する力、人への気配り力といっ

た人間本来の教育にもますます重点を行くべきことと思う。 

本市が小学校や中学校で ICT の活用を推進するうえで人口減少が進む小学校、中学校の再編方針を予め

明確にする。ＩＣＴ活用における教育ビジョンと指導要領の作成で教師の共通目標と理解が必要となる。 

 

出張先（平成 29 年 10 月 12 日） 愛知県半田市 教育委員会 スポーツ課 

調査項目 総合型地域スポーツクラブの推進について 

視察所感（2 日目） 

総合型とは多世代、多種目、多趣向に対応できるスポーツで、会費などによる受益者負担によって自主

運営するのが本来の姿といえる。半田市においても補助金に頼っている団体もある。 

運営において経営的に人、もの、金の視点で考察すると、まず人の観点では年齢も志向のレベルも違う

まちまちな参加者に対応できる指導者が欠かせない。こうした人材の確保に見通しを立てられることが

重要である。 

活動場所（モノ）において半田市は中学校の体育館を拠点にしているが、学校施設を利用しやすいかど

うか。日中は学校や仕事があるので夜間活動が中心になる。学校とクラブ共同利用として施設を建設し

てクラブが運営するのは参考になった。 

活動資金で人件費や、運営資金の確保が重荷になっている。本市では、「井原市グラウンドゴルフ協会」

が盛んに活動しているが、会費で運営を賄いきれない部分も多いために自然と助成金やボランティアに

頼る部分も多くなっている。 



健康寿命日本一を目指す本市では、スポーツの盛んな町を名実ともに実現していくために個々の団体は

そのスポーツへの考え方、目的のために活動していることを意識して連携していくことが大切である。 

個々のスポーツクラブはそれぞれ活動していて「地域総合型スポーツクラブ」が結びついていないのが

本市の現状である。「地域総合型スポーツクラブ」の効用は地域活性化やコミュニティーを再生する期

待がある。スポーツという枠にはまらないことを期待すると共に住民もクラブを支えていこうとする意

識が求められる。 

 

出張先（平成 29 年 10 月 13 日） 三重県伊賀市  

調査項目 公共施設マネジメント 

視察所感（3 日目） 

伊賀市ばかりでなく全国の地方自治体において高度経済成長期に設置された施設が更新時期を迎えてい

る。本市でも例外ではない。人口減少、少子高齢化等により公共施設の利用は変化していく。 

本市においても、公共施設の全体を把握し長期視点で統廃合などを計画化することが求められているの

ではないか。特に自分たちのまちから公共施設が廃止されるようなことは理解を得るまでに時間を要す

ると思われる。 

今後における財政負担の軽減、施設の最適化の上で長期計画が市民に示されて地元民の理解と協力が得

られるようにしたい。本市にとって重要な解決課題となっている。 

以上 

 

 



所感  

西田久志 

 

愛知県春日井市 

    「学習規律の徹底と ICTの有効活用について」 

  

タブレット導入・使用のメリットは若い先生が多いということで ITに対して

抵抗感なく入っていけるという感じを受けた。 

また、同じ内容の文面が一人一人に表示されるということは効率の面及び情

報、スキルの共有化では有効であると思う。 

タブレットの使用について「理解できない子がいるのではないか」との質問に

は「そのようなことは無い」とのことであった。現在の社会環境下、若年層での

IT化の結果であろうか。 

また、小学校のトップが ITに堪能であり、初期の段階でパナソニック教育財

団との共同研究など条件が揃った環境にあり、初期投資そして現在に至るまで

のランニングコストの軽減が有利な条件であると思える。 

また、筆箱の中身から、ノートの書き方、発表の仕方、聞き方まで徹底するこ

とは素晴らしいと思うが、どれくらいの達成率か気に掛かる。 

 初期の段階では試行錯誤されたようであるが、軌道に乗ると効率化が図られ、

保護者も安心できるのではないかと思える。井原市においても子供たちの教育

環境を考えると検討するべきと思う。 

 

 

愛知県半田市 

    「総合型地域スポーツクラブの推進について」 

  

 ５中学校区ごとに総合型地域スポーツクラブがあり、一か所に偏ることなく

学校区であるということは、利便性を考えると地域に密着して活動を展開して

いると思える。 

 また、スポーツの推奨から、スポーツアシスタントが 270 名からおられ、ス

ポーツに限らずお茶やお花など文化的な要素も取り入れ地域の担い手をも育て

ているのは、担い手不足の現在有効な措置であろうと思える。 

 成岩中学校の視察では、若い世代から年配まで多くの人が集まり、そして、教

育の施設という概念を捨て中学校の施設を地域の人が利用するのは公共施設の

集約という考えからも理解できる。 

 



三重県伊賀市 

    「公共施設マネジメント」 

 伊賀市においても、築 30 年以上の公共施設が 50 パーセント近くあり、公共

施設最適化計画を急がれている。課題解決に向けた 3 原則をもとに計画的に進

められているが人口減少の中で地域の公民館の民営化を進められている。それ

には、地域の理解が必要であるとのことである。 

 井原市においても、昭和 40 年代から 50 年代の公共施設があり、現在、地域

の公民館や教育施設の建て替えが行われているが、まだまだ、進んでいないのが

現状である。その原因として、同時期に建設された経緯と少子化であろうと思え

る。 

 学校、特に小学校は過去芳井地区で休校、廃校が進み現在に至っている。小学

校の廃校は急速に地域の衰退化を進め地域の活性化を阻害している。但し、保護

者からの要望であったということは致し方無いのか。 

 議員として、教育環境からすると統合も視野に入れて考えなければならない

が、地域の人と十二分に話し合って解決していかなければならない。そして、選

択と集中を基に費用対効果を考え慎重に行うべきと考える。 



別 紙 

総務文教委員会行政視察  ＜所感＞ 

総務文教委員会委員 三輪 順治 

 

１ 春日井市  テーマ：学習規律の徹底とＩＣＴの有効活用について 

 ・当市の教育分野の情報通信活用については、当初（平成 11 年以前）から、 

そのシステムの持つ意義・機能・効果などについて見識のあるリーダー（現

在は市内某小学校の校長）の存在がある。また、これを支えた地元ＩＴ企業

の協力も見逃せない。 

・また、教員の異動も市内に限られていることも、地域の教育力の一貫性、

システムの操作習熟、機能拡充等という点からも見逃せない。 

（井原市の場合、定期異動在り） 

 ・結果として、「全国学力テスト」の成績においても、明確な根拠（確認）

があるとのことで、文科省も注目されているようだ。 

 

2 半田市  テーマ：総合型地域スポーツクラブについて 

 ・担当部局が教育委員会でなく、市長部局にある点に注目。スポーツの持つ

意義をよく理解され、子どもから高齢者まで、年齢を問わないことを基本に、

横の連携も取られつつ施策を積み重ねられている。 

 ・各地区の自主性・独立採算制を基本に運営されており、地区によっては

「指定管理制度」も活用し、その運営財源を合理的に確保されている。 

 ・人材育成においても、「スポーツ・アシスタント」を各中学校単位に養成

し、目標設定等の刺激策も導入し、健康寿命の延伸にもつなげられている。 

 

3 伊賀市  テーマ：公共施設マネジメントについて 

 ・職員の公共施設マネジメントに係る意識改革を基本に、「協働」のキーワ

ードのもと、施設の統廃合、複合化など挑戦的に取り組まれている。 

 ・公共施設の縮減率を定め、地元住民等の理解を深め進められている点は先

駆的である。 

 ・その一環としても、市民課等の窓口の業務の（民間）委託も本年度から取

組まれており、従来の「公」の果たす分野の切込みにも具体的に取組まれて

いる。 

 

  以上、先進 3 市の各分野の取組みを視察させていただき、市民並びに市当

局に感謝申し上げます。 



今後の 7 次総の具体化や、市行政への提案等につなげて参りたいと存じま

す。 


